
日 建 連 活 動 報 告

作　品　紹　介

最終選考会の様子

土木学会 未来の土木コンテスト 

チーム兒玉 サステナブル・セーフシティ 
〈概要図〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sustainable（持続可能）は「体感」できる 

食べ物がどう育ち、エネルギーがどう巡るかを、日常の中で見て触れられる環境が実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Safe（安全）は「透明」である 

物理的な壁や監視を感じさせず、しかし確実に事故や災害から守られる環境が実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 成 員  

概 要： 

〈未来プランナー〉 

地上は循環と共生（Sustainable）で地下は安全と移動（Safe）をコンセプトに未来の都市を考えてみました。魚道は奥多

摩にある白丸ダムを見て、小学校の階段でこれができたらおもしろそう！と思いつきました。 

①小学校には階段の段差を利用した魚道と、水をきれいにするアクアポニックス。歩くと発電する階段や

屋上太陽光発電の電気を動く力に利用。理科や SDGｓを勉強すれば、嫌いな野菜も食べられるかも！ 

②建物の表面色は季節や天候に合わせて変化。緊急事態も光ってドローンに知らせてくれる。地下シェ

ルターで安心。 

③一般道路には景色を楽しめるように透明な壁を設置して人や動物の侵入を防ぐ。騒音もカット。 

④ドローンバスには誰でも乗れて、緊急ドローンもある。山間部の高齢者も安心。 

⑤地下にはリニアモーターカーの仕組みを利用した高速道路。車が一般道から高速道路に入ると磁石

を装着して地面から浮く。自動運転のため無事故。 

 

〈土木エンジニア〉 

 兒玉さんの豊かな発想と技術を実現するための調査力・構想力に、私たち土木エンジニアも負けまい

と頑張りました。 

①階段の段差を利用した魚道は車の窓のように動く水門で水位を調整し、魚が段差を少しずつ遡上で

きるように、お魚専用のエレベーターを作ります。 

②建物の外壁に使う「スマートな壁」は自在に色や形を変えられて、そこに暮らす人が快適に過ごせま

す。地下にはいつでも避難できるシェルターで災害時も安心です。 

③一般道路は透明な「スマートな壁」で囲み人や動物の侵入を防止し、音響メタマテリアルで静音化します。 

④ドローンバスは、ワイヤレスエレベーターで誰でも乗り降りが楽ちんです。 

⑤地下トンネル化した高速道路では、乗り入れた車に磁気台車を装着してリニアモーター走行します。ト

ンネル空間を最大限活用し、1 本の大断面シールドにリニア地下高速道路と物流道路をダブルデッキ

構造で集約したのが特徴です。 

【技術が「守り」、自然が「巡る」未来の共生都市】 

【未来プランナー】 【土木エンジニア】 

兒玉 紗知 

大成建設株式会社 
宮田 涼平 

① ② ② 

③ ⑤ 
④ 

小学校の階段を利用した

魚道+アクアポニックス 

スマートな壁 地下シェルター 

ドローンバス＋スマートな壁 磁気台車を利用したリニアモーター走行 

株式会社フジタ 

河井 亮太 

株式会社大林組 
樋口 俊一 

株式会社大林組 
村田 香純 

株式会社フジタ 
藤倉 裕介 

株式会社鴻池組 
齋藤 由梨 

大成建設株式会社 
守屋 雅之 

株式会社大林組 
松崎 晃 

株式会社フジタ 
池内 正明 

土木学会 未来の土木コンテスト 

チーム兒玉 サステナブル・セーフシティ 
〈概要図〉 
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池内 正明 

土木学会 未来の土木コンテスト 

チーム墫 山と雪を活かした街づくり ～私が目指す土木技術者への道～ 土木エンジニア 

  ４つの山 モデリング   

農業と住民の山 

 

AI ロボットを活用した 

最新の農業と 

居住空間の融合 

住民＋学校の山 

 
太陽光や風力で 

エネルギーを分け合う 

地球にやさしい街 

ショッピングの山 

 
環境にやさしい 

交通システムと 

雪解け水の利活用 

融合の山 

 

雪が降っても、 

行きたい場所に自由に行け、 

仕事や遊びがもっと楽しく 

 技術術検討：〈土木エンジニア〉の視点   

〇米沢市で規模を検討 → 必要な地中空間は東京ドーム 10 個分 

〇使用される主な資材 → コンクリート：黒部ダム 2 個分、 鉄骨：スカイツリー33 本分 

〇市民の年間水利用の 15％を貯留 → 東京ドーム 3 個分の貯留空間 

街の構築（トンネルデジタルツイン） 

リアルタイムで地質データをモニタリング

し、効率化と安全性を考慮しながら、 

自動でかまくら状の空間を構築します。 

 

快適な空間維持（雪と地熱の有効利用） 

熱交換設備を組み込み、雪と地中熱を

有効利用することで、年間を通して快適

な室温を保ちます。 

 

資源の循環（雪解け水と掘削土） 

〇雪解け水 

貯留システムで効率的に蓄水し、農業や

生活用水へ供給します。 

〇掘削土 

建設時に出た土砂は、コンクリートの骨材

や道路、堤防の嵩上げなどの構造物に再利用します。 
 

構 成 員 未来プランナー 墫 優佳里 米沢市立 東部小学校 5 年 

土木エンジニア  

永山 智之 西松建設（株） 

小松 花穂里 (株)熊谷組 

伊藤 桃子 大豊建設(株) 

草薙 真彩 (株)大林組 

山下 雅之 西松建設（株） 

柴田 好久 大豊建設(株) 

酒匂 智彦 鹿島建設(株) 

大原 英史 (株)熊谷組 

前田 智之 五洋建設(株) 

小林 伸司 清水建設(株) 

未来プランナー 

 

 背景・課題：私の憂鬱   

山形県は 360 度山に囲まれ、冬は

豪雪による雪片づけが大きな負担と

なっています。夏は非常に暑くなり、

高齢化や人口減少（100 万人割れ）

も深刻な課題です。 

 

 コンセプト：かまくらの可能性   

 雪を「敵」ではなく「未来の資源」

と捉え、山の内部を「かまくら」のよう

な空間として活用する街づくりを提

案します。目的別に以下の 4 つの山

（モデル）を建設します。 

 

 目指す未来   

目的別の山を融合させ、雪の日も

自由に出掛けられ、みんなが健康で

豊かに暮らせる「山形に住み続けた

い」と思える街を創ります。 

 

大原 
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山下 
酒匂 
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概 要： 

〈未来プランナー〉 

マンホールと下水道を利用して、ごみを収集します。AI ロボットでゴミを分別し、再利用マシーンを使っ

てごみが再利用されます。これで、リサイクルシティーを実現します。 

〈土木エンジニア〉 

リサイクルシティーを実現するためのアイデアについて、技術的検討を行いました。 

 

 

 

 

 

葵 晴友希 
品川区立大原小学校 3年生 

小島 文寛 
東急建設(株) 

横尾 敦 
鹿島建設(株) 

横田 仁志 
(株)熊谷組 

中積 健一 
三井住友建設(株) 

山口 充 
(株)鴻池組 

山本 悟 
西松建設(株) 

津田 和夏希 
三井住友建設(株) 

池田 真理子 
鹿島建設(株) 

中田 稔 
(株)竹中土木 
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Facebook いいね!賞

ハウスの電磁石で上る

土木学会 未来の土木コンテスト 

チーム竹内 まんまるハウスが集う移動できるまち 〜コロコロ転がり関わり合う〜 
 〈概要図〉 

構 成 員 ●未来プランナー               ●土木エンジニア  

 

概 要： 

〈未来プランナー〉 

■テーマ：誰も我慢せず、病気や障害、年齢、住む場所に関わらず全員が幸せを享受できる「強くて優し

いまち」 
■メインアイデア：空を飛び、水に浮き、転がって移動できる球形移動式住宅「コロリンハウス」 
■防災・安全  ：家自体が移動・浮遊することで災害から命と生活を守る 
■利便性の向上：家ごと移動することで、家族の入院時に近くで付き添ったり、通学できる範囲が広がる 
■環境対策   ：各家庭でエネルギー生成や資源循環を行い、環境負荷を低減する 
■交流の創成  ：広場に家が集まり、人種や世代を超えて人々が交流できる 

〈土木エンジニア〉 

 転がる循環式住宅「コロリンハウス」に関する技術検討を軸に、まちのインフラ整備も含めて検討を行

いました。どの技術も、すでに実用化・運用されているものや、現時点では検討段階ですが 2050 年には

実現していると予想されるもので構成しています。 

プランナーアイデア 検討内容 

転がって移動できる家 ・ベアリング構造と電磁石で室内の水平維持と振動抑制 

・エアバッグジャッキと電磁石エスカレータで勾配があっても転

がることが可能 

プロペラで家ごと飛ぶこともできる ・家の重量でも離陸可能な実在のプロペラを使用 

吸盤で家を固定できる ・エアバッグジャッキを家の固定に使用 

家は水にも浮ける ・家の体積と重量、浮力から水に浮けることを確認 

空気で上り下りできるエレベータ ・上下にケーブルや機械室のいらない空気エレベータを採用 

エネルギーの自宅での生産・消費 ・生ごみ、汚水を嫌気発酵させ、バイオガスを自宅で産生 
 

 

 

關 繭果 
（株）竹中土木 

宇津木 浩行 
東鉄工業（株） 

川村 京太 
若築建設（株） 

水谷 真琴 
（株）熊谷組 

竹内 瑶絵 
宝塚市仁川小学校６年生 

内殻 
 
 
 

外殻 

ベアリング 

外殻 内殻 

エアバッグジャッキを伸縮させて移動 

ベアリングと電磁石で内殻（居住スペース）の水平維持と振動抑制） 坂道用電磁石エレベータ 

蓄電池 

貯水槽 

ソーラーパネル 

バイオガス

処理設備 

家庭内で水・電気・ガスを循環・生産 

最 優 秀 賞

優　秀　賞優秀賞 優　秀　賞

未
来
の
土
木
コ
ン
テ
ス
ト
二
〇
二
五
に
協
賛
、

未
来
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ア
イ
デ
ア
具
体
化
を
競
う

「未来の土木コンテスト」
最終審査結果は
右記二次元コードより
ご覧ください。

　
土
木
工
事
技
術
委
員
会
は
、去
る
二
月

八
日
、早
稲
田
大
学
井
深
大
記
念
ホ
ー

ル（
東
京
都
新
宿
区
）に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
、（
公
社
）土
木
学
会
が
主
催
す
る

「
未
来
の
土
木
コ
ン
テ
ス
ト
二
〇
二
五
」

最
終
選
考
会
に
協
賛
団
体
と
し
て
参
加

し
た
。

　「
未
来
の
土
木
コ
ン
テ
ス
ト
」は
、土

木
学
会
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
二
〇
一
四
年
度
に
第
一
回
を
開

催
、そ
の
後
二
〇
一
七
年
度
に
第
二
回
、

二
〇
二
二
年
度
に
第
三
回
が
開
催
さ
れ

て
今
年
度
第
四
回
の
開
催
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、土
木
学
会

が
二
〇
二
五
年
七
月
下
旬
～
九
月
初
旬

に
か
け
て
、全
国
の
小
学
生
を
対
象
に
未

来（
二
〇
五
〇
年
）の
ま
ち
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
た
い
か
、そ
の
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
、集
ま
っ
た
三
八
件
の
中
か
ら

十
月
に
一
次
選
考
で
四
件
を
優
秀
賞
、三

件
を
入
選
と
し
て
選
定
し
た
。優
秀
賞
と

な
っ
た
四
件
が
最
終
選
考
会
の
対
象
と

な
り
、土
木
工
事
技
術
委
員
会
の
四
つ
の

部
会
は
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
四
人
の

未
来
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
個
別
に
チ
ー
ム
を

組
み
、現
在
可
能
な
技
術
、あ
る
い
は
近

い
将
来
実
現
可
能
で
あ
ろ
う
技
術
を
上

手
く
取
込
む
た
め
に
取
捨
選
択
し
、議
論

を
繰
返
し
な
が
ら
、二
カ
月
少
々
で
そ
の

ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
し
た
作
品
を
完
成

さ
せ
た
。

　
優
秀
賞
の
ア
イ
デ
ア
は
環
境
問
題
、防

災
・
減
災
、地
方
で
の
生
活
環
境
、持
続

可
能
な
社
会
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
も
の
で

あ
り
、小
学
生
の
こ
う
し
た
分
野
へ
の
興

味
の
深
さ
が
う
か
が
え
た
。ア
イ
デ
ア
の

中
に
は
家
を
球
体
に
し
て
転
が
る
こ
と

で
、災
害
が
発
生
し
て
も
家
ご
と
移
動
で

き
る
、あ
る
い
は
カ
エ
ル
が
温
度
、光
、水

分
、音
な
ど
の
周
囲
の
環
境
に
合
わ
せ
て

体
の
色
を
変
え
る
性
質
を
応
用
し
、色
が

変
わ
る
ス
マ
ー
ト
な
壁
に
よ
り
建
物
の
安

全
・
快
適
性
が
良
く
な
る
と
い
っ
た
小
学

生
な
ら
で
は
の
発
想
が
あ
り
、土
木
学
会

か
ら「
プ
ロ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
」と
紹
介
さ

れ
た
四
つ
の
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が
精
力
的

に
具
体
化
を
検
討
し
た
。

　
具
体
化
に
お
い
て
は
、未
来
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
プ
ロ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
間
で
W
e
b

会
議
、対
面
、メ
ー
ル
で
打
ち
合
わ
せ
を

実
施
す
る
こ
と
で
検
討
し
た
。未
来
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
と
っ
て
は
社
会
人
ス
キ
ル
を
経

験
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
た
。ど
の
部
会
も

未
来
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ア
イ
デ
ア
に
負
け
な

い
よ
う
業
界
と
し
て
持
て
る
技
術
を
駆
使

し
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
て
具
体

化
を
競
い
合
っ
た
。

　
最
終
選
考
会
で
は
、日
本
初
の
マ
イ

ク
ラ
公
認
プ
ロ
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
タ
ー
で
あ

る
タ
ツ
ナ
ミ
シ
ュ
ウ
イ
チ
委
員
長（
東
京

大
学
大
学
院
客
員
研
究
員
、常
葉
大
学

客
員
教
授
）以
下
四
人
の
選
考
委
員
に

よ
っ
て
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
部
会
が
担

当
す
る
兵
庫
県
の
小
学
六
年
生
、竹
内

瑶
絵
さ
ん
の「
ま
ん
ま
る
ハ
ウ
ス
が
集
う

移
動
で
き
る
ま
ち
～
コ
ロ
コ
ロ
転
が
り
関

わ
り
合
う
～
」が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
。プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
は
前
回
の
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
川
戸
亮
輔
さ
ん
が
山
口

県
か
ら
駆
け
付
け
、賞
状
を
手
渡
し
た
。

当
時
小
学
六
年
生
だ
っ
た
川
戸
さ
ん
は

今
で
は
中
学
三
年
生
と
な
り
、今
も
当
時

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
交
流
が
続
い
て
お
り
、

土
木
に
関
連
す
る
活
動
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
未
来
の
土
木
コ
ン
テ
ス

ト
は
永
遠
に
閉
幕
し
な
い
と
こ
ろ
が
最

大
の
魅
力
」と
語
っ
た
。ま
た
、保
護
者

の
方
か
ら
は「
今
あ
る
技
術
や
イ
ラ
ス
ト

の
構
図
、生
成
Ａ
Ｉ
の
プ
ロ
ン
プ
ト
作
成

方
法
、会
議
の
進
行
や
メ
ー
ル
で
の
や
り

取
り
な
ど
、普
段
の
学
校
で
は
学
べ
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
子
ど
も
に
と
っ

て
勉
強
に
な
っ
た
」と
感
想
を
述
べ
て
い

た
。こ
う
し
た
取
組
み
が
、建
設
業
界
に

興
味
を
持
つ
若
年
層
の
発
掘
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

◎
土
木
工
事
技
術
委
員
会
の
四
つ
の
部

会
：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
部
会
、技
術
開

発
部
会
、技
術
教
育
部
会
、環
境
技
術
部

会
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